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執行委員会で挨拶する松本委員長

　

日
本
医
師
連
盟
は
、
１
月
17
日
に
３
年
ぶ
り
に
対
面
で

執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。
議
事
「
令
和
３
年
度
収
支
決

算
報
告
」「
令
和
５
年
度
負
担
金
基
準
額
」「
参
議
院
選
挙
」

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
承
認
お
よ
び
決
定
し
た
。

松
本
日
医
連
委
員
長
挨
拶

執
行
委
員
会
は
、
釜
萢
敏
常
任
執

行
委
員
の
司
会
で
開
会
し
、
は
じ
め

に
松
本
吉
郎
委
員
長
が
以
下
の
よ
う

に
挨
拶
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
未
だ
に
『
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
』
に

よ
る
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
が
、
日

本
医
師
会
と
し
て
は
、
今
後
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
る
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

先
ほ
ど
、
常
任
執
行
委
員
会
を
開
催

し
、
本
日
ご
提
案
申
し
上
げ
る
議
事

等
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
い

た
。
本
日
執
行
委
員
会
で
ご
承
認
い

た
だ
き
た
い
議
事
は
、『
令
和
三
年

度
日
本
医
師
連
盟
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て
』『
令
和
五
年
度
日
本
医
師

連
盟
の
負
担
金
基
準
額
に
つ
い
て
』

『
次
期
参
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
』

の
三
点
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
次

期
参
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、

昨
年
十
月
十
八
日
開
催
の
常
任
執
行

委
員
会
に
お
い
て
、
日
医
連
の
組
織

内
候
補
者
を
擁
立
す
る
こ
と
、『
国

政
選
挙
等
の
候
補
者
選
考
基
準
』
お

よ
び
『
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候
補

者
選
出
要
領
』
の
規
程
に
則
り
、
公

募
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
を
ご
承
認

日医連 執行委員会を開催

い
た
だ
い

た
。
本
日
は

日
本
医
師
連

盟
規
約
に
基

づ
き
、
改
め

て
こ
れ
ら
の

議
事
に
つ
い

て
、
執
行
委

員
会
で
ご
審

議
い
た
だ
き

た
い
。
議
事

に
入
る
前

に
、
直
近
の

政
策
課
題
で

あ
る
か
か
り

つ
け
医
機
能

の
制
度
整
備

に
つ
い
て
、
釜
萢
常
任
執
行
委
員
か

ら
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
」。

釜
萢
常
任
執
行
委
員
が
、
資
料
に

基
づ
き
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
制

度
整
備
～
通
常
国
会
の
審
議
に
向
け

て
～
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

羽
生
田
・
自
見
両
参
議
院

議
員
挨
拶

続
い
て
、
執
行
委
員
会
へ
出
席
し

た
羽
生
田
た
か
し
、
自
見
は
な
こ
両

参
議
院
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し

た
。
ま
ず
、
羽
生
田
議
員
は
、「
昨

年
八
月
十
二
日
に
第
二
次
岸
田
改
造

内
閣
の
人
事
に
よ
り
、
厚
生
労
働
副

大
臣
を
拝
命
し
た
。
担
当
は
労
働
が

主
と
な
る
た
め
、
医
師
の
働
き
方
改

革
等
々
は
実
際
に
私
が
行
う
こ
と
と

な
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
関
し
て
は
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
、
医
療
担
当
、
労
働
担
当
の

区
別
な
く
省
全
体
と
し
て
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
で
、
毎
週
検
討
会
を
開

催
し
て
い
る
。
か
か
り
つ
け
医
の
問

題
に
つ
い
て
は
松
本
委
員
長
と
意
見

交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
医
師

会
と
し
て
の
考
え
方
を
し
っ
か
り
と

厚
生
労
働
省
案
の
な
か
で
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

次
に
自
見
議
員
は
、「
去
年
の
七
月

十
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
に

て
、
社
会
保
障
系
一
位
の
成
績
で
当

選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
感
謝
申

し
上
げ
る
。
今
後
、
母
子
保
健
課
を

含
む
厚
生
労
働
省
の
こ
ど
も
家
庭
局

そ
の
も
の
が
、
四
月
か
ら
こ
ど
も
家

庭
庁
へ
と
移
管
を
さ
れ
る
。
岸
田
文

雄
内
閣
総
理
大
臣
が
『
異
次
元
の
少

子
化
対
策
』
と
述
べ
ら
れ
た
。
三
月

末
ま
で
に
岸
田
総
理
か
ら
の
ご
指
示

を
賜
っ
て
、
具
体
的
な
項
目
の
検
討

を
水
面
下
で
進
め
る
。
国
民
に
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
な
財
源
で
賄
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
議
論
が
始
ま
る
と
思
う
。
本
年

も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
外

国
人
観
光
客
の
医
療
保
険
へ
の
加
入

義
務
化
な
ど
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
課
題
も
あ
る
。
先
生
方
と
一
緒

に
現
場
の
声
を
し
っ
か
り
と
国
に
上

執行委員会会場

統一地方選挙 2023 年 日程
日付 選挙名

前半

3 月 23 日（木） 知事 告示

3月 26 日（日） 政令市長 告示

3月 31 日（金） 道府県議、政令市議 告示

4 月 9 日（日） 投票日

後半

4 月 16 日（日）
一般市長、市議 告示

東京区長、東京区議 告示

4月 18 日（火） 町村長、町村議 告示

4 月 23 日（日） 投票日

げ
ら
れ
る
よ
う
に
働
い
て
参
る
所
存

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

令
和
３
年
度
収
支
決
算
に

つ
い
て

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
松
本
委

員
長
が
議
長
と
な
り
、
ま
ず
、
令
和

三
年
度
日
医
連
収
支
決
算
に
つ
い
て

は
、
篠
原
彰
会
計
責
任
者
が
収
支
内

容
の
説
明
と
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の

際
、
令
和
三
年
度
に
お
い
て
も
過
年

度
負
担
金
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
関
係
者
の
協
力
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
近
藤
稔
会
計
監

督
者
よ
り
、
会
計
監
督
者
が
一
月
十

六
日
に
会
計
監
査
を
行
っ
た
結
果
、

収
支
は
適
正
妥
当
で
あ
り
帳
簿
記
載

も
的
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
令
和

三
年
度
収
支
決
算
は
承
認
さ
れ
た
。

負
担
金
基
準
額
は
昨
年
度

と
同
額
に
決
定

次
に
、
令
和
五
年
度
の
負
担
金
基

※衆議院補欠選挙
4 月 11 日（火）告示
4 月 23 日（日）投票（予定）
千葉 5区、和歌山 1区、山口 2区、山口 4区

〇主な支援活動内容
　1．推薦状・激ビラ。
　2．陣中見舞い。
　3．事務所訪問。
　4．演説会への参加や演説会で役員が応援演説を行う。
　5．会員への訪問、ポスター掲示依頼。
　6．選挙はがき宛名書きの協力。

（令和 5年 2月 17 日現在）

（
２
面
へ
）
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た
執
行
委
員
会
で
審
議
が
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

岸
田
内
閣
総
理
大
臣
と
面
会

松
本
日
医
連
委
員
長
は
一
月
十
九

日
、
総
理
官
邸
を
訪
れ
、
岸
田
総
理

と
面
会
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
法
上
の
二
類
か
ら
五
類
へ

の
類
型
見
直
し
に
よ
っ
て
患
者
や
医

療
機
関
が
混
乱
し
な
い
よ
う
、
慎
重

に
段
階
的
な
対
応
を
経
て
、「
ソ
フ

ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に
導
く
よ
う
要

望
し
た
。

準
額
に
つ
い
て
、
茂
松
茂
人
副
委
員

長
が
「
昨
年
度
と
同
様
に
連
盟
会
員

一
人
あ
た
り
二
万
円
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
く
、
ご
承
認
を
お
願
い
し
た

い
」
と
提
案
し
た
。

審
議
の
結
果
、
令
和
五
年
度
負
担

金
基
準
額
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
、
決
定
し
た
。

参
議
院
選
挙
に
つ
い
て

次
に
、
釜
萢
常
任
執
行
委
員
か
ら

令
和
七
年
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
に

つ
い
て
、
昨
年
十
月
十
八
日
お
よ
び

本
日
開
催
し
た
日
医
連
常
任
執
行
委

員
会
で
議
論
し
た
四
点
に
関
す
る
説

明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
松
本
委
員
長
は
、「
国

政
選
挙
等
の
候
補
者
選
考
基
準
」
お

よ
び
「
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候
補

者
選
出
要
領
」（
別
掲
）
の
規
程
に

則
り
、
令
和
七
年
次
期
参
議
院
比
例

代
表
選
挙
に
つ
い
て
、
一
．
組
織
内

候
補
を
日
医
連
と
し
て
擁
立
す
る
、

二
．候
補
者
は
公
募
に
て
決
定
す
る
、

三
．
所
属
政
党
は
自
由
民
主
党
と
す

る
、
四
．
公
募
開
始
時
期
に
つ
い
て

は
委
員
長
に
一
任
い
た
だ
き
、
候
補

者
は
遅
く
と
も
年
内
に
は
、
執
行
委

員
会
に
お
い
て
決
定
す
る
、
以
上
四

点
に
つ
い
て
述
べ
、
審
議
の
の
ち
す

べ
て
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他

釜
萢
常
任
執
行
委
員
か
ら
、
本
年

四
月
に
統
一
地
方
選
挙
と
衆
議
院
補

欠
選
挙
に
つ
い
て
別
掲
資
料
（
一
面

に
掲
載
）の
と
お
り
説
明
が
あ
っ
た
。

「
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て
一
点
目

は
、
医
師
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

の
お
願
い
。
二
点
目
は
、
各
都
道
府

県
医
師
連
盟
の
ご
判
断
に
な
る
か
と

思
う
が
、
昨
年
の
自
見
先
生
の
参
議

院
選
挙
で
お
世
話
に
な
っ
た
地
方
議

員
の
先
生
方
へ
の
ご
支
援
を
ご
検
討

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
後
日
、
日

本
医
師
連
盟
か
ら
調
査
の
お
願
い
を

す
る
の
で
、
ご
協
力
を
願
い
た
い
」

と
述
べ
た
。

日
医
連
常
任
執
行
委
員
会

当
日
、
執
行
委
員
会
に
先
立
ち
、

日
医
連
常
任
執
行
委
員
会
を
開
催
し

た
。議
事「
令

和
三
年
度
日

本
医
師
連
盟

収
支
決
算
報

告
に
つ
い

て
」「
令
和

五
年
度
日
本

医
師
連
盟
の

負
担
金
基
準

額
に
つ
い

て
」「
参
議

院
選
挙
に
つ

い
て
」
そ
れ

ぞ
れ
審
議
を

行
い
、
承
認

さ
れ
た
。
承

認
さ
れ
た
議

事
は
、
そ
の

後
開
催
さ
れ

令和 3 年度日本医師連盟 収支決算報告書
Ⅰ．期間収支計算書（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日）　　（単位：円）

収入 支出
科目 収入累計 科目 支出累計

負担金 958,272,000 経常経費（A） 89,301,571
　（当年度分） (958,272,000) 　① . 人件費 76,108,068
　（過年度分） (0) 　② . 光熱水費 566,351
特別会費 0 　③ . 備品消耗品費 4,491,367
寄付金 0 　④ . 事務所費 8,135,785
その他収入 13,242 政治活動費（Ｂ） 961,026,965
繰越金 1,197,393,651 　① . 組織活動費 60,253,247

　　（イ．組織対策費 ) (13,703,238)
　　（ロ．交際費） (42,655,500)
　　（ハ．渉外費） (3,894,509)
　　（ニ．行事費） (0)
　② . 選挙関係費 34,000,000
　③ . 機関紙誌の発行その他の事業費 34,712,379
　　（イ．機関紙誌の発行事業費 ) (34,602,379)
　　（ロ．宣伝事業費） (110,000)
　④ . 調査研究費 209,339
　⑤ . 寄付交付金 831,852,000
　　（イ．寄付金 ) (548,800,000)
　　（ロ．交付金） (283,052,000)
支出計（Ａ＋Ｂ） 1,050,328,536
剰余金 1,105,350,357

合計 2,155,678,893 合計 2,155,678,893

（注）その他の収入は銀行預金利子等

Ⅱ．貸借対照表（令和 4 年 3 月 31 日現在）
借方 貸方

普通預金 694,276,608 剰余金 1,105,350,357

当座預金 6,600,000 負担金未収入金 0

定期預金 400,000,000

現金 4,473,749

負担金未収入金

合計 1,105,350,357 合計 1,105,350,357

（注）負担金未収入金の総額　0円（令和 4年 3月 31 日現在）

日本医師連盟

参議院比例代表選挙候補者選出要領
1、�日本医師連盟は、参議院比例代表選挙における推薦候補者の
公募を行う。

2、�日本医師連盟の推薦候補者については、広く会員の中から公
募する。

� �ただし、会員以外の者であっても、国政活動面において日本
医師会の政策実現に貢献し得る候補者である場合は、応募す
ることが出来る。

3、�日本医師連盟の推薦枠は、原則として1名とする。
4、�候補者は、日本医師連盟委員長が公募する。
5、�各都道府県医師連盟は、各郡市区医師連盟の意見を反映した
上で、候補者を日本医師連盟に推薦する。

� ①�応募しようとする者は、所属都道府県医師連盟を含めた複
数の都道府県医師連盟の推薦を要するものとする。

� ②�各都道府県医師連盟の推薦候補者は1名とする。
� ③�推薦候補者は、「経歴書（含む業績等）」、「政策」、「都道府

県医師連盟推薦状」、「本人承諾書」を、日本医師連盟まで、
別途定める時期までに提出するものとする。

6、�推薦候補者は、「常任執行委員会」を経た上で、「執行委員会」
にて多数決により決定する。

7、�決定された推薦候補者は、日本医師連盟、都道府県医師連盟
ならびに郡市区医師連盟の総意に基づくものであり、各医師
連盟は、総力を挙げて推薦候補者を支援しなければならない。

（附則）平成26年9月9日　改正
以上

常任執行委員会

日本医師連盟

国政選挙等の候補者選考基準
1、衆議院議員選挙候補者
衆議院議員選挙における日本医師連盟の推薦候補者については、
都道府県医師連盟の要請があったものに基づき、日本医師連盟が
決定する。

2、参議院比例代表選挙候補者
参議院比例代表選挙における日本医師連盟の推薦候補者について
は、別に定める「参議院比例代表選挙候補者選出要領」に基づき、
日本医師連盟が決定する。

3、参議院選挙区選挙候補者
参議院選挙区選挙における日本医師連盟の推薦候補者について
は、都道府県医師連盟の要請があったものに基づき、日本医師連
盟が決定する。

4、その他
その他、首長選挙、都道府県並びに市区町村議会議員選挙におけ
る推薦候補者については、原則各都道府県医師連盟及び各郡市区
医師連盟において対応するものとする。

（附則）平成26年9月9日　改正
以上

総理官邸へ訪問

（
１
面
よ
り
）
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「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

松
本
吉
郎
委
員
長
を
は
じ
め
日
本

医
師
連
盟
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
や
物
価
高
騰
、
四
月
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
へ
の
対

応
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
な
か
医

療
現
場
を
お
支
え
く
だ
さ
り
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
一
月
二
十
三
日
に
第
二
百

十
一
回
国
会
が
開
会
し
、
四
月
の
統

一
地
方
選
挙
、
五
月
の
Ｇ
７
広
島
サ

ミ
ッ
ト
開
催
も
あ
り
、
予
算
・
法
案

審
議
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
日
程
も

慌
た
だ
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
医
療
界
の
声
を
国
政
に
届

け
て
参
り
ま
す
。

今
国
会
の
展
望

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
が
施
政

方
針
演
説
で
「
従
来
と
は
次
元
の
異

な
る
少
子
化
対
策
を
実
現
し
た
い
」

と
発
言
さ
れ
る
な
ど
、
今
国
会
は
わ

が
国
の
こ
ど
も
政
策
の
転
換
点
に
な

る
重
要
な
局
面
で
す
。「
こ
ど
も
予

算
倍
増
」
に
向
け
た
安
定
財
源
に
つ

い
て
も
今
夏
の
骨
太
の
方
針
で
示
す

べ
く
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

担
当
政
務
官
と
し
て
気
を
引
き
締
め

て
臨
み
ま
す
。

厚
生
労
働
省
関
係
の
法
案
で
は
、

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
の
あ
り
方

に
係
る
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の

関
連
法
案
が
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
の

国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
の
一
つ
で

あ
る
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
守
り
つ

つ
、
必
要
な
医
療
・
介
護
・
福
祉
等

が
行
き
渡
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
。
国
立
感
染
症
研
究
所
と

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
を
統
合
し
た
専
門
家
組
織

「
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究

機
構
（
仮
称
）」
の
設
置
法

案
と
関
連
法
の
整
備
法
案
も

あ
り
ま
す
。
内
閣
官
房
か
ら

は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
」
お
よ

び
「
内
閣
法
」
の
改
正
案
が

提
出
予
定
で
、
次
の
感
染
症

危
機
に
迅
速
・
的
確
に
対
応

す
る
司
令
塔
組
織
「
内
閣
感

染
症
危
機
管
理
統
括
庁
」
設

置
に
向
け
た
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
五
月
八
日
か
ら
五
類

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、

示
で
区
分
し
た
我
々
に
は
、
到
底
受

け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
矛
盾
し

た
指
摘
で
し
た
。
行
政
府
の
指
摘
と

し
て
看
過
で
き
な
い
内
容
の
た
め
、

昨
年
五
月
に
テ
レ
ビ
入
り
の
参
議
院

予
算
委
員
会
で
岸
田
総
理
に
答
弁
を

求
め
た
こ
と
は
日
医
連
ニ
ュ
ー
ス
で

も
ご
報
告
し
た
と
お
り
で
す
。　

こ

れ
ら
一
連
の
動
き
の
な
か
で
、
日
本

医
師
会
で
も
医
療
政
策
会
議
に
お
い

て
「
か
か
り
つ
け
医
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
が
鈴
木
邦
彦
先
生
を
座
長

と
し
て
立
ち
上
が
り
、
厚
労
省
で
も

検
討
が
重
ね
ら

れ
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
調
整

を
経
て
、
令
和

五
年
二
月
三
日

の
自
民
党
厚
生

労
働
部
会
に
お

い
て
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
制

度
整
備
を
含

む
、
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律

案
の
法
案
審
査

が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
か
か
り

つ
け
医
に
つ
い

て
の
記
述
の
な

か
で
、
都
道
府

県
が
か
か
り
つ

け
医
の
機
能
に

つ
い
て
報
告
を

受
け
た
も
の
を

“
確
認
”
し
て

公
表
す
る
と
い

う
条
文
が
大
き

な
議
題
と
な

り
、
参
加
し
た

国
会
議
員
の
了

解
を
得
る
こ
と

1月17日　日本医師連盟執行委員会

が
で
き
ず
、
法
案
審
査
の
了
承
が
見

送
り
と
な
り
ま
し
た
。
懸
念
が
示
さ

れ
た
点
は
、
在
宅
医
療
や
夜
間
診
療

な
ど
の
要
件
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

が
“
確
認
”
す
る
と
記
載
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
確
認
が
行
政
処
分
を
伴
う

行
政
行
為
と
し
て
の
記
載
な
の
か
、

そ
う
で
は
な
く
事
実
行
為
と
し
て
の

記
載
な
の
か
と
い
う
点
で
し
た
。
結

果
と
し
て
、
二
月
六
日
の
自
民
党
厚

生
労
働
部
会
で
以
下
が
新
た
に
役
所

か
ら
示
さ
れ
、
再
審
査
の
う
え
了
承

と
な
り
ま
し
た
。
○
今
回
の
「
確
認
」

は
行
政
行
為
（
行
政
庁
の
処
分
）
で

は
な
い
。
○
体
制
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
診
療
実
績
が
発
生
し
て
い
な
い

も
の
の
仮
に
そ
う
し
た
患
者
が
あ
っ

た
場
合
に
受
け
入
れ
る
体
制
を
含
め

て
「
確
認
」
す
る
も
の
。
○
要
件
を

客
観
的
な
も
の
に
し
た
う
え
で
、
報

告
様
式
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
で
き

る
だ
け
医
療
機
関
や
自
治
体
の
業
務

へ
の
影
響
に
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。

今
後
は
、
自
民
党
内
に
お
け
る
手

続
き
を
終
え
内
閣
提
出
法
案
と
な
っ

た
の
ち
、
国
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

私
は
現
在
内
閣
府
大
臣
政
務
官
の
立

場
で
あ
り
国
会
で
質
疑
に
立
て
な
い

も
の
の
、
多
く
の
国
会
議
員
の
先
生

方
と
力
を
合
わ
せ
て
、
我
々
の
懸
念

に
つ
い
て
も
十
分
に
審
査
さ
れ
る
よ

う
引
き
続
き
緊
張
感
を
も
っ
て
臨
ん

で
参
り
ま
す
。
自
民
党
内
の
審
議
に

先
立
ち
ま
し
て
、
都
道
府
県
医
師
連

盟
の
先
生
方
が
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
の
先
生
方
に
働
き
か
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
こ
と
が
、
今
回
の
動
き

に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

医
療
提
供
体
制
へ
悪
影
響
が
生
じ
な

い
よ
う
、
予
防
接
種
費
や
治
療
費
の

公
費
負
担
の
あ
り
方
や
水
際
対
策
等

の
見
直
し
は
段
階
的
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
か
り
つ
け
医
機
能
に
つ
い
て

今
回
の
か
か
り
つ
け
医
制
度
化
の

議
論
の
発
端
は
、
令
和
四
年
五
月
十

七
日
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
全
世
代

型
社
会
保
障
構
築
会
議
の
議
論
の
中

間
整
理
に
お
け
る
以
下
の
記
載
か
ら

始
ま
り
ま
す
。「
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
な
ど

の
地
域
医
療
の
機
能
が
十
分
作
動
せ

ず
総
合
病
院
に
大
き
な
負
荷
が
か
か

る
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
た
。
か
か

り
つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度

整
備
を
含
め
、
機
能
分
化
と
連
携
を

一
層
重
視
し
た
医
療
・
介
護
提
供
体

制
等
の
国
民
目
線
で
の
改
革
を
進
め

る
べ
き
」。　

続
い
て
五
月
二
十
五
日
、
財
務
大

臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
財
政
制
度
等

審
議
会
の
取
り
ま
と
め
「
歴
史
の
転

換
点
に
お
け
る
財
政
運
営
」
の
医
療

関
係
で
「
か
か
り
つ
け
医
に
対
し
て

利
用
希
望
の
者
に
よ
る
事
前
登
録
・

医
療
情
報
登
録
を
促
す
仕
組
み
を
導

入
し
て
い
く
こ
と
を
、
段
階
を
踏
ん

で
検
討
し
て
い
く
べ
き
」
と
明
記
さ

れ
ま
し
た
。

全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
の

指
摘
は
、
感
染
症
法
と
い
う
法
律
に

基
づ
き
発
熱
外
来
を
設
け
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
疑
い
の
患
者

さ
ま
の
受
診
を
厚
生
労
働
大
臣
の
指

1月20日　岡山大学病院視察

1月24日　こども政策に関する国と地方の協議の場準
備会合

1月30日　自民党東京政経フォーラムにて統一地方選
挙の応援

1月19日　自民党「こども・若者」輝く未来創造本部

2月6日　新型コロナウイルス感染症対策本部 訪日外国人観
光客コロナ対策PTにて日本医師会からの要望を受けて訪
日外国人観光客の民間医療保険加入義務化について発言

2月3日　自民党厚生労働部会会議前 かかりつけ医機
能の制度整備を含む、健康保険法等の一部を改正す
る法律案の法案審査
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羽
生
田
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

厚
生
労
働
副
大
臣

羽
生
田 

た
か
し 

活
動
報
告

参
議
院
議
員

平
素
よ
り
私
の
政
治
活
動
に
対
し

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
寄
稿

の
機
会
を
定
期
に
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
松
本
吉
郎
日
本
医
師
連
盟
委
員

長
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
配
慮

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
生
労
働
副
大
臣
を
拝
命
し
て
早

や
半
年
が
過
ぎ
、
今
通
常
国
会
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
報
道
等
で

ご
存
じ
の
方
も
多
く
お
ら
れ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
今
国
会
に
厚
生
労
働

省
が
提
出
予
定
で
あ
り
ま
す
「
全
世

代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
仮
称
）」
と
い
う
名
の
束
ね
法
案
の

な
か
に
、
①
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
拡
充
、
②
高
齢
者
医
療
を
全
世
代

で
公
平
に
支
え
合
う
た
め
の
高
齢
者

医
療
制
度
の
見
直
し
、
③
医
療
保
険

制
度
の
基
盤
強
化
等
、
④
医
療
・
介

護
の
連
携
機
能
お
よ
び
提
供
体
制
等

の
基
盤
強
化
と
い
う
主
要
な
項
目
が

あ
り
、
そ
の
な
か
に
「
か
か
り
つ
け

医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度
整
備
」

と
し
て
、
①
【
医
療
機
能
情
報
提
供

制
度
の
刷
新
】
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

医
療
機
能
情
報
提
供
制
度
に
よ
る
情

報
提
供
の
充
実
、
②
【
か
か
り
つ
け

医
機
能
報
告
制
度
の
創
設
】
い
わ
ゆ

る
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
報
告
し
そ

の
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
、③【
患

者
に
対
す
る
説
明
】

い
わ
ゆ
る
か
か
り
つ

け
医
機
能
と
し
て
提

供
す
る
医
療
内
容
を

電
磁
的
ま
た
は
書
面

に
よ
り
説
明
す
る
、

と
い
っ
た
こ
と
が
議

論
さ
れ
法
制
化
を
検

討
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

こ
の
法
案
は
、
二

月
十
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
、
い
よ
い
よ
国

会
の
場
で
議
論
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
す
で

に
日
本
医
師
会
は
松

本
吉
郎
会
長
を
筆
頭

に
委
員
会
や
医
療
部

会
、
検
討
会
や
各
党
派
そ
し
て
政
府

と
も
侃
々
諤
々
の
議
論
を
重
ね
、「
か

か
り
つ
け
医
機
能
」
と
い
う
も
の
は

報
告
制
度
で
あ
っ
て
登
録
制
度
と
は

異
な
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
主
張
さ

れ
、「
か
か
り
つ
け
医
は
患
者
が
選

ぶ
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し

丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
実
に
医
療
現
場
で
地
域
医
療
を

懸
命
に
お
支
え
い
た
だ
い
て
い
る
皆

さ
ま
の
意
に
そ
う
改
正
で
あ
る
べ
き

で
、
医
療
現
場
に
混
乱
が
生
じ
な
い

こ
と
が
一
番
で
あ
り
、
真
に
か
か
り

つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度
整

備
と
な
る
よ
う
議
論
を
尽
く
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

松
本
委
員
長
が
強
く
発
信
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
「
か
か
り
つ
け
医
は
患

者
が
選
ぶ
」
と
い
う
日
本
の
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
を
阻
害
し
な
い
、
強
制
的

に
医
療
機
関
が
指
定
さ
れ
る
と
い
っ

た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
、
こ
れ

ま
で
日
本
が
培
っ
て
き
た
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
そ
し
て
国
民
皆
保
険
と
い
う

医
療
提
供
体
制
が
壊
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。確

か
に
資
源
は
無
限
に
あ
る
も
の

で
な
く
効
率
化
や
集
約
化
は
必
要
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
財
政
論
だ
け

で
現
場
を
知
ら
ず
に
推
し
進
め
て
は

な
ら
ず
、
ま
た
切
り
捨
て
に
な
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
は
人
が
生
き

て
ゆ
く
う
え
で
必
ず
必
要
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
で
は
絶
対
に

い
け
ま
せ
ん
。
過
不
足
な
く
い
つ
で

も
質
の
高
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
、

こ
の
世
界
に
誇
る
日
本
の
医
療
提
供

体
制
を
維
持
す
る
、
そ
の
た
め
の
法

律
改
正
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

必
ず
患
者
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
、
そ
の
た
め
に
も
医
療
を
提
供
す

る
従
事
者
も
安
心
し
健
康
に
働
け
る

環
境
整
備
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
医
療
従
事
者
が
献
身

的
な
努
力
に
よ
っ
て
懸
命
に
支
え
て

き
た
地
域
医
療
を
国
と
し
て
守
っ
て

ゆ
く
こ
と
こ
そ
が
国
民
に
対
す
る
責

任
で
あ
り
ま
す
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
の
議
論
が
報

道
を
中
心
に
、
コ
ロ
ナ
で
受
診
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い

る
こ
と
に
危
機
感
を
も
っ
て
い
ま

す
。
二
類
相
当
で
あ
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
は
、
当
初
感
染
拡
大
対
策

も
含
め
一
般
医
療
機
関
に
行
か
ず
保

健
所
が
窓
口
と
な
り
専
門
機
関
に
て

受
診
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
、
制

度
の
問
題
に
よ
っ
て
保
健
所
機
能
が

パ
ン
ク
し
た
が
た
め
に
受
診
で
き
な

い
患
者
が
多
く
あ
っ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が

診
な
か
っ
た
の
で
な
く
、
制
度
と
し

て
診
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
の

法
律
が
で
き
て
も
二
類
の
よ
う
な
未

知
の
新
興
感
染
症
が
起
こ
れ
ば
同
じ

く
保
健
所
を
中
心
と
し
た
対
応
と
な

り
ま
す
。
新
興
感
染
症
の
よ
う
な
有

事
と
平
時
の
受
診
の
あ
り
方
が
、
混

ぜ
こ
ぜ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

大
変
危
惧
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
議

論
は
平
時
に
お
け
る
「
地
域
完
結
型

の
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
構
築
」

の
議
論
で
あ
り
、
新
興
感
染
症
の
コ

ロ
ナ
対
応
の
議
論
で
な
い
こ
と
を
、

国
民
に
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
丁
寧

に
議
論
し
て
ゆ
く
よ
う
、
し
っ
か
り

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
職
責
の
使
命
と
責
任

を
果
た
す
べ
く
懸
命
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
今
後
と
も
医
療
現
場
を

支
え
る
皆
さ
ま
方
の
お
声
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

丸川珠代参議院議員と意見交換会（希少がん啓発月間
2023）

秋田県医師会小泉ひろみ会長・島田かおる県議会議員
（秋田県医師会常任理事）

星参議院議員とサッカー日本代表応援

香川県医師会久米川啓会長・日本医師会松本吉郎会長と

松野博一内閣官房長官・松本日医会長と意見交換田村憲久衆議院議員・星北斗参議院議員と

岡山県医師会松山正春会長・小林孝一郎先生と議員会
館にて


